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267

551
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市勢要覧作成事業 情報課
改善・
見直し

本市の特徴である「市民の力を活かそうとす
る取組」を多く掲載し、その取組を他市へも広
げることに関し、介護保険推進全国サミットで
配布するため、前年から1,000部増刷する。

29

公共施設ガイドマッ
プ作成事業

情報課
改善・
見直し

区画整理の進捗並びにイオン及びイケア開
業による地図情報の更新を図る。
また、ガイドマップ及び「くらしの便利帳」は地
図を用い市内公共施設等を案内する内容で
あることから、今後は、作成費用は（株）ゼン
リンが広告料を集めて作成する「くらしの便利
帳」を活用し、市の費用負担で作成するガイ
ドマップの作成を毎年から隔年に発行頻度を
変更し、現状を見極め、将来的に縮小してい
くこととした。

0

市民へ伝えたい市政情報が増加していること
から、市民からホームページ上で探したい情
報をたやすく探すことができないとの意見が
ある。その改善方法として、まず、ホームペー
ジ診断業務委託を行い、分析をし、そのうえ
で各課等と調整を行いながら運営していく。

△ 395

広報事務事業 情報課
改善・
見直し

情報発信の方法を検討するひとつの方法で
ある「ながモニ」（モニター人数）の増加を図
る。
※平成２９年度は実施要綱改正した（市外居
住者でも登録可にし、任用期間を廃止した）。

△ 192

広報紙発行事業 情報課
改善・
見直し

幅広く「広報ながくて」を配布するため、配布
を拡大し、それにより市民のまちづくりへの関
心を高め、参加を促すことを図る（転入による
増加分1,500部を見込む）。
※平成29年度に市内事業所（約８００事業
所）へ配布を拡大した。

967

平成２９年度行政評価結果の平成３０年度予算への反映状況一覧

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

地域公共交通会議
事業

経営企画
課

現状
維持

平成30年度は、平成29年に実施した公共交
通に関する市民アンケート調査を踏まえ、平
成31年度を初年度とする平成35年度までに
取組む事項を定めた次期公共交通網形成計
画の策定を行うため、増額を行った。

552

リニモ活性化事業
経営企画
課

現状
維持

イベントの改善や新しい取組などを行い、沿
線地域の活性化及びリニモの利用促進を
図っていく。

0

市ホームページ運用
事業

情報課
改善・
見直し



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

21,965

21,965

1,194

1,046

1,315

1,234

1,292

1,292

277

490

100

271

選挙啓発事業 行政課
現状
維持

継続して選挙出前トークや明るい選挙啓発
ポスターの募集を行い、この活動を通じ、大
人へも選挙啓発を図ることにより投票率の向
上につなげる。
※平成３０年度予算では、明推協の視察研
修を行うため、その費用を増額した。

213

ふるさと寄附金推進
事業

財政課 拡充

平成29年度からポータルサイトへの事業委
託及びクレジットカード決済対応を開始した
ため、これらの費用が増額となる。また、寄附
者の利便性が向上し、寄附件数の増加が見
込まれ、返礼品発送委託費も増加する見込
みである。

171

平和行政事業 行政課 拡充

今後減少していく戦争体験者の貴重な経験
を広く情報収集し、記録として保存していくと
ともに、市民主体の取組を継続していくため
に、幅広い世代の参画を促す。
※平成３０年度は、事務上の拡充を図ること
を予定しているため、予算は、ほぼ現状維持
とした。

△ 81

行政改革推進事業 行政課 拡充

行政改革の推進を図るため、平成２９年度同
様に職員研修を実施し、意識向上を図る。ま
た、予算・決算とより連動を図るため、「決算
にかかる主要事業の成果」との連動を行う。
※平成３０年度は、事務上の拡充を図ること
を予定しているため、予算は、現状維持とし
た。

0

ケーブルテレビ番組
制作事業

情報課
改善・
見直し

幅広く市政に関する情報について周知するた
め、今後も、アンケート結果等を踏まえ、より
視聴頻度の実績を上げる方法を研究する。
※平成２９年度にスマートフォンで番組を見ら
れるようにした。また、市民記者提供の写真
等芸術作品を番組スタジオ内に飾り、視聴頻
度の向上を図った。
市内で行われている地域活動及びそれに関
わる人を積極的に紹介するなど、市民活動
の啓蒙を目指した内容にも取り組み、親しみ
やすい番組作りに努めた。

0

広聴事務事業 情報課
改善・
見直し

ご意見と提案窓口の集約を検討するため、ア
ンケート行ったところ、それぞれ目的の違い
があるという意見が多くあったため、現行ど
おり継続することとした。今後は、ご意見投稿
手段及び処理の見える化等について、本市
をとりまく環境（子育て世代が多い等）に見
合った方法を模索し、検討していく。

△ 148



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

8,656

8,759

542

4,845

54

59

240

944

200

400

3,492

0

789

878

2,970

2,923

2,174

7,651

姉妹都市事業
たつせが
ある課

拡充

姉妹都市であるベルギー王国ワーテルロー
市との交流事業は、受益者が限定されてい
る取組が多いため、今後はより広い範囲が
対象となる取組を検討する。
※平成30年度は姉妹都市青少年友好親善
訪問団の派遣を実施するため増額した。
＊委託料が約5,000千円の増額

5,477

国際化事務事業
たつせが
ある課

拡充
2020年の東京オリンピックに向けて、ベル
ギー王国を相手国とし、ホストタウン構想の
推進に向けた取組を実施していく。

89

国際交流協会補助
事業

たつせが
ある課

拡充

長久手市国際交流協会の事業内容の見直し
を含めた補助額の再検討を行う。また、国際
交流協会の事務の効率化を図り、独立を進
めることにより、民間による幅広く多彩な事業
展開の実現を目指す。
※事業の拡充を図るが予算を伴うものでは
ないため減額となった。

△ 47

大学連携提案助成
金事業

たつせが
ある課

拡充

市の地域課題に対する提案事業について、
学生主体の申請を増やすため、要綱の改正
を進める。
※平成３０年度は、大学連携基本計画策定
の取組みにより、採択数の増加分を増額し
た。

200

大学連携基本計画
策定事業

たつせが
ある課

拡充
※平成２９年度に計画が完成したため、本事
業は終了した。 △ 3,492

地域間交流事業
たつせが
ある課

拡充

Ｈ29年度中に他課で実施している交流の実
態や、南木曽町との相互施設利用優待制度
利用数の実態調査をし、Ｈ30年度以降改善
内容を検討する。

5

大学連携事務事業
たつせが
ある課

拡充

平成２９年度に完成した大学連携基本計画
の施行を促進していく。※平成３０年度は計
画に基づき、市内4大学合同事業を実施する
ための予算を増額した。

704

行政サービスコー
ナー管理事業

市民課
現状
維持

平成２９年１月にアピタ店内での移設があり、
「場所がわからない」等のご意見をいただい
たので、引き続き広報等で周知を行う。

103

男女共同参画推進
事業

たつせが
ある課

拡充

男女共同参画に関する講座等において、分
かりやすい内容に加えて市民が興味を引くよ
うな内容での実施を検討する。※平成30年
度は第3次男女共同参画基本計画策定のた
めの予算を増額した。

4,303



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

15,803

17,268

50,000

50,000

3,943

4,387

3,100

3,300

22,031

22,031

15,278

14,922

3,180

3,250

978

799

3,434

234

821

971

13,899

13,287

防犯啓発事業
安心安全
課

現状
維持

効果的な防犯啓発事業を実施する。 150

防犯街路灯維持管
理事業

安心安全
課

現状
維持

防犯街路灯を適切に運用するため維持管理
を行う。 △ 612

防犯対策事業
安心安全
課

現状
維持

愛知地区防犯協会連合会への助成金額を
実績により予算を減額した。 △ 179

自主防犯活動支援
事業

安心安全
課

現状
維持

防犯カメラ設置費補助金制度が終了したこと
による予算減 △ 3,200

交通安全対策事業
安心安全
課

現状
維持

交通指導員への貸与被服枚数の減少によ
り、予算を減額した。 △ 356

交通安全啓発事業
安心安全
課

現状
維持

効果的な交通安全啓発活動を実施する。 70

市民まつり事業
たつせが
ある課

拡充

まつりの新しい企画の検討等により来場者
増加を見込む。
※設営費、警備費の高騰や、新しい企画等
実行のため、市民まつり実行委員会への補
助金を増額する。

200

観光ＰＲ事業
たつせが
ある課

拡充

設立から約２年たち、市観光交流協会が市
内の施設や団体等と連携して行う市の観光
PRや独自事業が増加しているため、引き続
き補助金を交付する。

0

小規模企業等振興
事業

たつせが
ある課

現状
維持 0

信用保証料補助事
業

たつせが
ある課

拡充

近年、1件あたりの補助金額が増額している
ため、補給額も増加している。予算額を増額
することで、より多くの中小企業へ信用保証
料の補助を行うことにより、中小企業の倒産
や流出を防ぐ。

444

商工事務事業
たつせが
ある課

拡充

商工会を中心とした地域商工業振興に対す
る支援のため、引き続き補助金を交付する。
※平成30年度は老朽化した商工会館の耐震
診断費を増額した。

1,465



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

1,793

2,498

1,163

1,168

60

60

1,778

2,667

5,070

5,876

1,500

3,180

2,474

6,580

7,840

9,413

自然環境調査事業 環境課
現状
維持

保全すべき希少種や環境指標性の高い種に
ついて生息生育状況を確認するための追跡
調査を行う。早急に保全が必要な希少種に
ついては、試験移植等の保全対策を実施す
る。外来種駆除を目的とした勉強会等を開催
する。
平成３０年度は、平成２４，２５年度の全市域
を対象とした調査から開発等で自然環境に
変化があった箇所や、生態系保護エリア設
定や保全計画策定のための調査を実施す
る。

4,106

清掃センター運営事
業

環境課 拡充

平成29年11月から土・日・祝日に卯塚緑地公
園において、出張ながくてエコハウスを開設
し、市民の利便性向上を図った。平成30年度
も同様に継続する。

1,573

環境基本計画推進
事業

環境課 拡充

平成29年度より新規事業としてCOOL
CHOICE事業の啓発を行った。平成30年度以
降も継続するとともに、より具体的な行動を
促す普及啓発活動を推進していく。

806

地球温暖化対策設
備導入促進補助事
業

環境課 縮小

新築住宅への太陽光発電施設の単独設置
の補助を廃止し、太陽光発電、家庭用エネル
ギー管理システム（HEMS）、定置型リチウム
イオン蓄電池または電気自動車等充給電設
備（V2H）の３点同時設置に対して補助を行
う。
また、既築住宅の省エネ化を促進するため、
太陽光発電施設、HEMS、定置型リチウムイ
オン蓄電池、V2Hの単独設置や、断熱窓設
置への補助を行い、地球温暖化対策の充実
を図ります。
※平成29年度は事業規模を縮小したが、平
成30年度から補助金制度を見直したため、
予算を増額した。

1,680

防災講習会実施事
業

安心安全
課

拡充
講習メニューを見直したことによる参加者の
増加を図る。 0

自主防災資機材貸
与事業

安心安全
課

拡充
前年度２か所に対し、３か所への設置を図
る。 889

防犯街路灯整備事
業

安心安全
課

現状
維持

区画整理事業及び民間開発による市街地拡
大により、防犯街路灯の新設予定灯数が増
加したたため、予算を増額した。

705

防災訓練事業
安心安全
課

拡充
啓発及び訓練内容の充実を図り参加者の増
加を図る。 5



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

3,303

3,589

3,236

3,323

1,264

1,247

7

4

870

600

3,240

3,229

1,926

1,689

1,800

1,800

10,913

11,775

2,609

2,609

2,652

2,652

保健体育・学校開放
事業

生涯学習
課

現状
維持

現状維持のまま継続する。 0

色金山歴史公園管
理運営事業

生涯学習
課

現状
維持

現状維持のまま継続する。
県道沿いの樹木で、道路側に倒木の恐れの
あるものを伐採するため増額する。

862

古戦場桜まつり事業
生涯学習
課

現状
維持

現状維持のまま継続する。 0

生涯学習推進事業
生涯学習
課

改善・
見直し

前年度の実績を精査することによって開催講
座を限定したため減額する。 △ 237

文化補助事業
生涯学習
課

現状
維持

現状維持のまま継続する。 0

家庭教育推進事業
生涯学習
課

現状
維持

現状維持のまま継続する。
平成29年度は、3課合同事業の主幹課が生
涯学習課であったため、講師料・消耗品費・
食糧費・委託料を計上したが、平成30年度
は、主管課でないため3課合同事業分を減額
する。

△ 270

公民館事務事業
生涯学習
課

改善・
見直し

平成30年度から、時間単位で貸出しできるよ
うにする。公民館管理の夜間分日数が平成
29年度より3日少ないため平成30年度は委
託料を減額する。

△ 11

成人式事業
生涯学習
課

改善・
見直し

新成人の家族の参加について、式典会場
（森のホール）だけでは、収容できないため、
平成30年度から、式典の様子を別会場で見
ることがことができるようにする。
また、前年度の実績に基づいて、平成30年
度の消耗品費を減額する。

△ 17

家庭教育事業
生涯学習
課

現状
維持

現状維持のまま継続する。
前年度の実績に基づいて、平成30年度は旅
費を減額する。

△ 3

ごみ啓発事業 環境課 拡充
大学や学生等と連携して、様々な機会を捉え
啓発活動を行う。また、小学校等において出
前講座を実施し、ごみ啓発教育を行う。

286

社会教育事務事業
生涯学習
課

改善・
見直し

平成29年度から、市民の意見感想を取り入
れた情報誌にするため、冊子にアンケートハ
ガキを添付して、情報誌を発行した。

87



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

3,135

3,015

788

1,014

5,330

5,430

4,524

4,570

275

287

3,526

3,572

102,837

95,164

5,701

7,410

16,000

16,000

12,822

18,132

包括的支援事業（生
活支援体制整備等）

福祉施策
課

改善・
見直し

生活支援コーディネーターを配置し、地域の
支え合いの体制作りを行う。 0

社会福祉事務事業 福祉課
改善・
見直し

団体事務及び窓口事務を円滑に行うために
嘱託員を１名増員。サーバー等機器の設置
及びネットワークの回収業務を行う。
＊委託料が約2,000千円の増額、賃金が約
1,500千円の増額

5,310

社会福祉協議会補
助事業

福祉施策
課

拡充
事業内容の精査をし、委託事業に振替した
ため、総額で減額となった。 △ 7,673

ながくて地域スマイ
ルポイント事業

福祉施策
課

拡充
事業の啓発・PRにより、登録者の増加を図
る。 1,709

総合型地域スポーツ
クラブ運営事業

生涯学習
課

現状
維持

スポーツ教室参加者増等により、平成30年
度は報償金を増額する。 46

地域福祉推進事業
福祉施策
課

拡充 地域福祉計画の推進のため、先進地視察等
をより実施していく。
※　支え合いマップ策定事業については、Ｈ
３０年度より地域福祉推進事業に統合

2,913

△ 110
支え合いマップ策定
事業

福祉施策
課

改善・
見直し 2,803

学校プール開放事
業

生涯学習
課

現状
維持

学校プール開放事業の適切な管理運営のた
め、労務単価上昇に伴う増額をする。 46

愛知万博記念市町
村対抗駅伝大会事
業

生涯学習
課

現状
維持

愛知駅伝開催要項の改正等に伴い長久手
市代表選手選考記録会要項を検討する必要
が生じたため、報償金を増額する。

12

マラソン大会事業
生涯学習
課

現状
維持

ふれあいマラソン大会の名称のとおり、参加
する人がふれあい交流するための演出を行
うため、出演者の報償費や適正な運営を実
施するための設備等の経費を拡充したため
増額する。

226

文化スポーツクラブ
事業

生涯学習
課

現状
維持

市内中学校軟式野球部の活動に必要な愛
知県軟式野球連盟加入負担金について、長
久手支部が負担することとなったため増額す
る。

100

社会体育事業
生涯学習
課

現状
維持

歩けあるけ運動啓発ウォーキングマップの作
成を行った。平成30年度はその印刷製品費
の計上を行わないため減額する。

△ 120



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

623

623

1,127

971

800

800

72,071

92,797

1,393

2

11,890

14,629

21,340

21,759

8,357

8,357

6,080

6,135

紙おむつ助成事業 長寿課
改善・
見直し

指定薬局の拡大に向けた協力依頼を行って
いる。
平成28・29年度の利用実績から予算を増額
した。

55

生活困窮者自立支
援事業

福祉課 拡充

生活に困窮している家庭の中学生を対象と
し、高校進学を目指した学力の維持及び向
上、家庭に代わって安心して過ごせる居場所
の提供を目的として1年を通じた学習支援を
行います。
また、個別訪問調査の充実を図り、支援の必
要な対象者の早期発見と充実した自立支援
を進めます。

419

災害救助対策事業 福祉課
現状
維持

要支援者受入協定施設と協議する。また、避
難行動要支援者名簿の登録、活用について
関係各課と協議する。

0

障がい者計画策定・
評価事業

福祉課
現状
維持

平成29年度は、第5期障がい福祉計画を策
定し、たことで事業は終了した。平成30年度
は、第3次長久手市障がい者基本計画の重
点施策について、事業評価を行う。

△ 1,391

生活保護事務事業 福祉課
現状
維持

法改正及び情報連携レイアウト改定に伴う生
活保護システム改修を行い、レセプト管理シ
ステムにおいては、現行のシステムから保守
対象であり、セキュリティ対策も考慮した新シ
ステムへ移行し、効率的な生活保護業務を
継続する。

2,739

心身障がい者社会
見学事業

福祉課
現状
維持

心身障がい者の社会見学事業に１団体20万
円を上限に助成金を支給する。 0

障がい援護事業 福祉課
現状
維持

障がい者の社会的自立を促進するため、お
おむね３ヶ月間グループホームの体験入所
事業を実施する。
※手当等受給者の増加が見込まれるため、
扶助費増
＊扶助費が約19,000千円の増額

20,726

戦没者追悼事業 福祉課
改善・
見直し

予算規模は変更せず、従来の戦没者追悼式
から平和祈念事業として、式典の理念を変更
して実施する。

0

障がい者福祉事務
事業

福祉課 拡充
障がい者により多くの就労の体験をしてもら
うため、市役所内職業訓練の体験事業を福
祉部内から全庁に拡大する。

△ 156



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

100

100

211

312

3,000

3,000

16,985

14,831

153

153

551

997

210

344

13,968

12,704

122

224

10,210

10,210

3,192

11,772

緊急通報システム設
置事業

長寿課
現状
維持

出前講座や地域の会合で制度について説明
し、利用者増加を図った。 0

在宅医療介護連携
事業

長寿課
現状
維持

在宅医療・介護連携支援センター業務の開
始に伴い、予算を増額した。
＊委託料が約8,000千円の増額

8,580

ワンコインサービス
事業

長寿課
改善・
見直し

ワンコインサービス事業を含むいきいきサー
ビス事業の体系を見直し、事業費を圧縮し
た。

△ 1,264

防犯対策事業 長寿課
改善・
見直し

ソーラー電池式に加えコンセント式を追加す
ることで、設置個所の選択の幅を広げた。平
成28・29年度の利用実績から予算を増額し
た。

102

寝具洗濯乾燥事業 長寿課
現状
維持

平成28・29年度の利用実績から予算を増額
した。 446

徘徊高齢者等家族
支援事業

長寿課
現状
維持

平成28・29年度の利用実績から予算を増額
した。 134

老人福祉事務事業 長寿課 拡充

単位クラブへの補助金の算定基準に活動取
組数を加えることで、活動の活性化を促す。
H29で計上した臨時職員4人のうち2人は介護
保険担当と役割を明確にし特別会計へ予算
を移行したため、減額となった。

△ 2,154

家具転倒防止事業 長寿課 拡充
設置器具の種類を増やし、利用できる家具、
電化製品等の対象を広げることで、サービス
内容の充実をさせた。

0

訪問理美容サービス
事業

長寿課
改善・
見直し

補助金申請に関する利用者の負担を軽減す
ることで、利用者の増加が見込まれることか
ら予算を増額した。

101

高齢者住宅改修事
業

長寿課 拡充
「日常生活用具給付事業」（廃止）の対象で
あった電磁調理器の設置も対象事業とする
など、制度内容の充実を図った。

0

家族介護慰労金支
給事業

長寿課
改善・
見直し

申請実績が少ない事業であるため、家族介
護者への支援のあり方ついて、介護保険事
業及び地域支援事業で支援が可能か見直し
に取り組んだ。予算計上については、一世帯
分を計上した。

0



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

3,534

3,346

1,091

1,121

2,510

0

610

601

3,195

3,327

6,170

6,871

2,286

2,228

8,227

8,354

12,159

12,159

4,021

4,264

2,555

3,071

子育て支援センター
運営事業

子育て支
援課

拡充
実施プログラムの拡充等のため、嘱託員の
勤務時間を延長、報酬を増額した。 516

「食」の自立支援事
業

長寿課
現状
維持

利用者の満足度アンケートを行い、今後の制
度改善の参考とする。 0

ファミリーサポートセ
ンター運営事業

子育て支
援課

拡充
活動件数の増加に伴い、援助会員の確保が
課題となっていることから、チラシの作成等、
印刷製本費を増額した。

243

老人憩の家管理事
業

長寿課 拡充

利用者の利便性向上を図るため、スロープ・
移動式長机購入の予算を計上した。平成28・
29年度の利用実績から、光熱水費を減額し
た。

△ 58

生きがいセンター運
営事業

長寿課 拡充

施設を有効活用するための新規事業に取り
組む為に予算を増額した。また、経年劣化し
た建物を修繕する必要があり、壁面の雨漏り
修繕費を臨時計上した。

127

あったかぁど事業 長寿課
現状
維持

平成28・29年度の利用実績から予算を増額
した。 132

高齢者外出促進事
業

長寿課
現状
維持

平成28・29年度の利用実績から予算を増額
した。平成29年度からマナカカードに変更、
運転免許証自主返納者への5,000円分の配
布も開始した。

701

高齢者福祉事業計
画策定事業

長寿課
現状
維持

平成29年度中に策定完了のため、30年度は
予算要求なし。 △ 2,510

高齢者文化施設優
待事業

長寿課 拡充

市が負担しているトヨタ博物館、名都美術館
の入館料を赤あったかぁどを提示するとその
店舗独自の特典が受けられる協賛店に変更
し、他の文化施設も協賛店への加入を働き
かけていく。

△ 9

生涯学習事業 長寿課 拡充

福祉の家を介護予防・健康増進の拠点施設
として活用を進める一環として、運動系講座
を増やすなどニーズに沿った講座の充実に
努めた。
※開講講座のジャンル等を整理したため減
額。

△ 188

高齢者住宅等安心
確保事業

長寿課
現状
維持

最低賃金の上昇分を見込み予算を増額し
た。 30



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

103,772

113,869

2,206

2,276

235

235

809

747

12,494

13,699

234

1,280

6,217

6,428

37,097

36,881

1,828

0

特定健康診査事業
保険医療
課

改善・
見直し

健診受診率の向上のため、①年代別の受診
勧奨、②未受診者の実態調査アンケートを実
施する。

健診データ作成作業を健康推進課と共同実
施するため減額となっている。

△ 216

データヘルス計画策
定事業

保険医療
課

改善・
見直し

データヘルス計画に基づく、保健事業の評価
を行い、事業の見直しを行う。平成３０年度は
予算計上は行わず、国保データベースシステ
ムの活用により独自に作成する。

△ 1,828

国民健康保険・趣旨
普及事業

保険医療
課

改善・
見直し

３０年度の国保制度改正・保険税率改定の
内容を被保険者に周知するため、個別郵送
する。チラシ作成費や郵送費が増額となって
いる。
保険証及び高齢受給者証の一斉更新に合
わせて制度案内パンフレットを作成、郵送す
る。３０年度は２年に一度の保険証の一斉更
新があるため、作成費が増額となっている。

1,046

保健衛生普及事業
保険医療
課

改善・
見直し

医療費の削減のため、医療費通知、後発医
薬品差額通知に加え、重複薬剤通知を郵送
する。
保健師事務賃金の減額及び重複薬剤通知
に係る費用の増額

211

児童館まつり実施事
業

子育て支
援課

拡充

開催会場を４カ所にしたことにより、まつりの
内容を充実させると共に、地域住民や学生、
子どもスタッフ等によるボランティア参加の促
進を図る。

△ 62

放課後子ども教室運
営事業

子育て支
援課

拡充
体験プログラムの活動内容を充実させ、さら
なる事業の拡充を図る。 1,205

利用者支援事業
子育て支
援課

拡充
幼児教室等へ子育てコンシェルジュが出向
いて、出張相談を行い、市役所外でも相談を
行う機会を設けた。

70

児童館活動事業
子育て支
援課

拡充
様々な行事を展開することにより、児童館活
動の充実を図る。 0

放課後児童クラブ運
営事業

子育て支
援課

拡充

長期休暇中の児童クラブの開室時間を早め
るとともに、児童クラブ指導員の賃金処遇改
善を行った。
＊委託料が約6,000千円の増額、賃金が約
3,000千円の増額

10,097



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

3,162

3,468

1,276

1,277

7,631

2,723

8,714

10,772

3,712

3,842

169,149

171,071

385,108

390,659

71,506

70,135

20,440

26,286

363

284

17,241

20,042
会計管理事務事業 会計課

現状
維持

新元号に対応するよう歳入システムのテスト
委託及び印刷物等の準備をし引き続き継続
する。

2,801

中央図書館管理事
業

中央図書
館

現状
維持

図書館が建設されて26年目となり、建物の老
朽化が目立つことから修繕計画を立て予防
保全工事を行っていく。平成３０年度は、火災
報知設備の修繕工事を予定する。
＊工事費が約5,500千円の増額

5,846

講座等企画事業
中央図書
館

現状
維持

企画内容等について精査・検討していく。 △ 79

給食物資調達事業
給食セン
ター

現状
維持

児童生徒増加見込みのため、食数が増加
し、増額となった。
H28：小学校4,464人、中学校1,809人→H29：
小学校4,595人、1,829人（延べ149人の増加）
＊需用費が約5,500千円の増額

5,551

中央図書館運営事
業

中央図書
館

拡充

平成２９年度に、第２次長久手市子ども読書
活動推進計画を策定した。平成３０年度は、
策定した計画の取組を展開していく。
※計画策定が終了したため予算減額となっ
た。

△ 1,371

平成こども塾企画事
業

みどりの推
進課

現状
維持 130

給食調理事業
給食セン
ター

現状
維持

新たに産業廃棄物（廃アルカリ）収集運搬処
分業務委託を行う必要が生じたため、増額と
なった。

1,922

米政策対策推進事
業

みどりの推
進課

改善・
見直し

水田情報システムと農家台帳システムの改
修事業を行う。
※平成２９年度は、水田情報システム構築を
行ったため、その分は平成３０年度予算では
減額となり、総額が減額した。

△ 4,908

平成こども塾管理事
業

みどりの推
進課

現状
維持

報酬1899千円（嘱託員が1名増加）、温水器
配管工事費269千円が増額となった。 2,058

健康づくり推進事業
健康推進
課

拡充
健康づくり計画中間評価のためのアンケート
を実施する必要があるため、それに係る費用
が増額となった。

306

農業振興事務事業
みどりの推
進課

現状
維持

今後も引き続き景観作物栽培等の農業振興
事務事業を実施していく。 1



H29予算
（千円）

H30予算
（千円）

事務事業名
（Ｂ票）

担当課
評価
結果

改善内容
増減

（千円）

194

194

450

350

6,149

7,721

4,421

2,724

1,807

1,862

23,259

23,441

150

246

66,656合計

消防団手当
安心安全
課

現状
維持

団員報酬や手当の見直し等を実施する。 182

女性消防クラブ活動
支援事業

安心安全
課

現状
維持

災害時にクラブ員が活動するための消耗品
を配備する。また、市民に防災食の提供を行
うため衛生検査手数料及び食品衛生責任者
を養成する。

96

消防団活性化事業
安心安全
課

改善・
見直し

平成２９年度においてキッズ消防団を設立し
た。また、リニモを利用しての新入団員広告
の掲出などを実施していく。消防団活動用機
材の整備充実を図っていく。団員用新基準活
動服の整備が完了し、予算を減額した。

△ 1,697

自動車管理事業
安心安全
課

現状
維持

消防団車両の点検等を計画的に実施してい
く。 55

消防補助事業
安心安全
課

現状
維持

関係団体の事業に対し補助金を交付する。
危険物安全協会分は広域組織へ。 △ 100

消防団事務事業
安心安全
課

拡充
消防広域化により予算の再編を行ったほか、
消防団用に無線機を整備したことにより予算
を増額した。

1,572

公共料金口座自動
振替化事業

会計課
現状
維持

公共料金のうち電気料金の一部と水道料金
の口座自動振替について引き続き継続す
る。

0


